
 

【基本施策】 

３５３５３５３５．．．．公共交通機関公共交通機関公共交通機関公共交通機関をををを充実充実充実充実するするするする 
 

【基本方針】 

 つつじバスを「地域に活かされるバス」と位置づけ、環境に配慮した交通体系の確立を目指すととも

にソフト・ハード両面から充実を図ります。特に高齢者の移動手段の確保と利便性の向上に重点を置き、

より一層の市民ニーズに応えた市民の移動手段の確保を目指します。福井鉄道福武線については、住民

の大切な公共交通機関として沿線３市が連携し、より一層の利用促進を図るとともに、ソフト・ハード

両面での利便性を向上させながら平成２９年度を目処に年間利用者２００万人台を目指します。ＪＲの

利用促進については、鯖江駅の充実とビジネス客や観光客を中心としたＪＲ鯖江駅乗車人数の上乗せを

図り、特急列車の鯖江駅停車本数の増加を目指します。 

 

【実施施策】 

 ◇コミュニティバスの利用促進 ◇ＪＲの利用促進 ◇福井鉄道福武線の利用促進 

 

【施策成果指標】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【構成事務事業の達成ランクおよび方向性】 

基本施策基本施策基本施策基本施策    構成事務事業の状況 

    

実施施策 

H24 ランク H26 方向性 
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公共交通機関公共交通機関公共交通機関公共交通機関をををを充実充実充実充実するするするする    4444    1111    0000    5555    0000    0000    0000    5555    0000    0000    0000    5555    

 コミュニティバスの利用促進 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 

 ＪＲの利用促進 2 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0 2 

 福井鉄道福武線の利用促進 1 1 0 2 0 0 0 2 0 0 0 2 

 

つつじバスの利用促進を図るための指標として、バ

ス利用者 200,000 人を目指します。 

福井鉄道福武線の利用促進を図るための指標とし

て、市内駅利用者数 520,000 人を目指します。 
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これまでの取組み成果 

つつじバスは、新車両導入後順調に利用者が増加し、昨年の利用者数が、一昨年比、約１,７００人増

加し、過去最高の１９万３,４９６人となった。 

ＪＲについては、毎年「鯖江市民号」を企画し利用促進を図るとともに、ＪＲ西日本金沢支社に特急

列車の停車便数増加やＪＲ鯖江駅のバリアフリー化などの要請活動を行ってきた結果、バリアフリー化

については、ＪＲ西日本が平成２５年度に国土交通省において事業が採択され、今年度は詳細設計を、

２６年度は、工事着工の予定である。 

福井鉄道については、設備投資として、昨年度はサンドーム西駅ならびに鳥羽中駅の駅舎改修を行っ

た。乗車人数としては、利用促進市民運動や、企画乗車券、新低床車輌(LRＴ)導入などの効果で、約１

７７万８,３４８人の利用者があり、一昨年と比べ約１万９,０００人余、率にして約１.１％の増加とな

った。 

 

今後の課題 

高齢者が増える中で、今後公共交通機関の重要性が更に高まることが予想されるが、直ちに自家用車

中心の生活形態を見直すことは困難な状況であるので、サービス内容の向上とあわせて、市民団体を巻

き込んだ利用促進活動を通して、地道に啓発活動を継続していく。 

また、平成３７年度末の敦賀までの北陸新幹線開業を見据え、福井駅及び南越駅(仮称)、小松空港が

重要な広域交通拠点となることから、市民の利便性を確保するためにも鯖江からの計画的なアクセス強

化が必要である。 

 

今後の施策展開 

つつじバスについては、利用者のニーズにこたえるべく適宜時刻表や路線の見直しを行う。 

福井鉄道の利用促進活動については、マンネリ化に陥らないよう、新たな切り口、手法を考えながら、

引き続き、利用促進、啓発運動を継続的に実施する。 

ＪＲについては引き続き「鯖江市民号」を企画し利用促進を図るとともに、ＪＲ西日本金沢支社に対

し、サンダード号の停車本数の拡充、五郎丸踏み切りの拡幅などの要請活動を行う。また、平成３７年

度末の北陸新幹線の金沢開業を見据え「鯖江市の新幹線開業を見据えたまちづくり懇話会」や「福井県

並行在来線対策協議会」等で今後の公共交通対策について検討していく。  

 

【総合評価】 

A    政策目標政策目標政策目標政策目標にににに向向向向けてけてけてけて高高高高いいいいレベルレベルレベルレベルでででで推移推移推移推移しているしているしているしている。。。。 

B 政策目標に向けて概ね順調であるが、一部努力を要する。 

C 政策目標に向けてあまり順調ではなく、一層の努力が必要である。 

D 政策目標の達成には程遠く、全体的な努力が必要である。 

 

〈H24 総合評価：A〉 


